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ＩＣＡＮＮバンクーバー会合
政府諮問委員会報告

（平成１７年１１月２８日～１２月１日）

平成１８年１月２６日

総務省データ通信課

インターネット戦略企画室

糸　将之
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１. ＧＡＣメンバー構成とＧＡＣ事務局

（１）　メンバー構成　
　　・４０カ国及び３国際機関から約７０名が参加
　　・現在、計１０９メンバーが登録
　　　　政府：１００カ国
　　　　国際機関（オブザーバー）：９機関

（２）　ＧＡＣ事務局
　　ECのGAC事務局ヘッドのChristopher Wilkinson氏が２００５年１１月１日
　　付けでリタイア。
　　新しい事務局ヘッドにはRichard Delmasを指名。

　　現在の事務局スタッフは他Allan Mawdsley、Bertrand Mbiaffieの計３名。
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２. ＷＳＩＳ後のＧＡＣの在り方

●　ポストWSIS　　
チュニスアジェンダを考慮し、GACの在り方について検討。以下の３つの
プロセスが重要事項として挙げられる。

ⅰ）機能及び資金拠出を含めた、GAC事務局の新しい取組を導入。
ⅱ）GACメンバーの拡大、アウトリーチの発展、人材育成及び国際的参加者の
拡大。

ⅲ）ICANNフレームワークに関連する公共政策課題を、より効率的な方法で
　　取り扱うべく改善。

今後、メールベースで検討し、次回ウェリントン会合（3月）までに結論。

さらに、ＧＡＣはＩＣＡＮＮ理事会とのコラボレーションプロセスを効率的に改善
させるため、ジョイントワーキンググループを設置するというＩＣＡＮＮ理事会の
提案に賛成。
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３. gTLD政策

　

　

新ｇTLD導入等、gTLDに関連する公共政策課題を中心に議論。

●　新gTLD
・ ＧＮＳＯ理事会から、開発ポリシー（ＰＤＰ）について検討状況の説明が
あり、今後ＧＡＣとしての対応を検討することとなった。

●　新sTLD導入
【.xxx】
・ＩＣＭ社とＧＡＣとの非公式会合を開催し、「．ｘｘｘ」の概要について説明を
受けた。
・会合直前の評価報告書の公開を受け、ＧＡＣとしてのコメントを継続検討
することとなった。

【.asia】
・ 「.asia」の申請者とGACアジア地域メンバーとの非公式会合を開催。ア
ジア地域政府代表からはこれまでのところ特段の反対表明はない。我
が国からは日本語ドメイン名利用の場合の予約語について留意を促し、
受け入れられることとなった。
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４．その他

　

　

１．IDN
・　我が国から、gTLDにおける日本語ドメイン名利用について、「.jp」のレ
ジストリであるJPRSの定める予約語リストを採用すべきと提案。

・　今後、IDNガイドライン、新ｇTLD開発ポリシーへの反映を、日本から働
きかける方向

　　　　

2. IPアドレス
・　GAC/NROの共同でＩＰｖ６ワークショップを開催。藤本が共同議長。
・　NROからGACに対し、現在すすめられているICANNから地域インター
ネットレジストリ(RIR)へのIPv6アドレス割振り方針の承認作業の進捗
について説明。
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５．その他

３．Ｗｈｏｉｓ
・　ＩＣＡＮＮの定める個人情報保護規定と各国法制との乖離について今

後検討。

４．WIPO II 勧告　
・　「国名・国際機関名の保護」に関する勧告（WIPO2）の実施について、
引き続きＩＣＡＮＮ理事会と協力。


